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I は じめに

1474年に世界で最初に成文化されたヴ、ェネツィア特許法が目指していたのは，ヴェネツィア

共和国領内に新規な技術を導入することによって産業の振興を図ることであった。その法律の

中で＼国内外に発明の才に富むものが存在しており，「彼らの名誉が奪われることのないよう

に法律が制定されるならば，こうした人びとはその才能を発俸し 我が国にとって少なからぬ

効用と利益を有するものを発明し作るであろう」と明確に植われているからである。この目的

のために，新規な技術には最大10年という保護期間を与え，特許侵害者に対しては100ドゥ

カートの罰金を科し，その装置は破壊されるという罰則規定が設けられた。

この特許法が最初Jに成文化されたものであるということだけでなく，以前には特許出願者に

あらかじめ告げられることのなかった保護期間と侵害者に対する罰則が明示されたことは高く

評価されるべきだろう。どのような特権が与えられるかが不確かな国家に移住することは発明

家あるいは新規な技術を身につけた職人にとってリスクが大きすぎただろうから，ウ‘ェネツイ

アにおいては知的財産が保護されるということを内外に示した効果はあったに違いない。

しかしながら，すでに別稿で明らかとしたように，この特許法はその後額面通りに運用され
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技術と文明 17巻2号（82)

ることはほとんどなかった。制定後I世紀問を見る限り 特許の多くが10年以上の保護期間を

認められており （表一l参目的， 100ドゥカートの罰金というのもまれであったからである。

さらに検討されるべき課題として残されているのは，この特許法が当初の目的を達成し得た

かどうかについてである。制定後の特許認可数が増加しているのは事実であるが， 「この法律

はかなりの成功であったと考えられており？ヴェネツイアの特許認可を大幅に増やした。16世

紀半ばまでで， l人当たりの特許数は1950年代のアメリカにほぼ等しいJとまで礼賛できるか

どうかは別問題である。それが特許法制定の効果であったかどうか。とりわけ国外から新技術

を導入することに成功し主たる目的とされていたウーェネツイアの産業振興を実現し得たかど

うかは必ずしも明らかとなっていない。

II ヴェネツイア特許法以前の特許

この特許法制定以後に特許申請件数がどのように増加しそれらの内容がどうであったかに

ついて検討するために， fjJIJ定以前にも認められていた特許について見ておく必要がある。

ヴ‘ェネツイアに限らず，イタリアの多くの都市国家。さらにはローマ教皇が特許を与えると

いうことはありふれたことだ．った。しかも，その対象となったのは技術的なものに限らず多岐

にわたっており，それらの多くは個人または団体に特権を付与し諸法からの免除を約束する

ものであった。したがって．技術的な営みに特化した特許というものはなく，技術を対象とし

た場合でも今日のような知的財産権の保護を必ずしも目的としていたわけではなし、

今日の特許制度に近いものとしてしばしば引き合いに出される特許認可は，1421年にフィレ

ンツェ政府からフィリッポ ・ブルネレスキ （FilippoBrunelleschi）の水上輸送装置に与えられた

ものであるが，そこから特許制度が整備される以前の特許がどのようなものであったかが分か

る。その特許状の冒頭には「極めて明敏な知性と勤勉さ，そして発明の才をもっフイレンツエ

市民である称賛すべきフイリッポ ・ブルネレスキは機械もしくは船のようなものを発明した。

彼が考えるには，それを用いれば，アルノ川であれ他の川や海であれ，時を選ばず，どのよう

な商品や積荷でも通常よりも安価に運ぶことができ 商人その他の利益にもなるものである」

と述べられており，「何らかの特権をフィリッポに与えるならば，彼はさらなる熱意をも って

より高度な探求を行なうよう鼓舞され，さらに巧妙な研究を行なうよう促されるであろう」と

いう理由で，彼以外の者がフィレンツェ共和国内の河川において「同様の業務のためにこれま

で使われてきた船，機械．あるいは器具以外に，いかなる商品であっても，いかなる物品，貨

物であっても水上を運び．船積みし輸送するために新たに考案された，あるいは新たに形作

られた機械，船，あるいはその他の機器をいかなる仕方においてであっても所有し入手し

( 3) C1 aig Allen Nard ぷ Anchew P. Morriss. "Constitutionalizing Patents: From Venice to 

Phi lad巴lphia’＇.Review of Law & Eco110111ics. 2可 2006.p. 9 
( 4) F. D. Prager and G. Scaglia、Bn111elleschi.New York: Dover Publications. 1970. p. 111. 
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ヴェネツイア特許法と技術導入（田中）

使用すること」，さらには「これまでに見慣れてありふれているもの以外の水上輸送のための

船，機械，あるいは器具でいかなる商品であっても貨物であっても船積みし輸送すること，

あるいは船積みさせ，輸送させること」が禁じられた。同時に，「今後3年間はこの新たに考案

された船に船積みされるいかなる商品，物品貨物であっても，課税，要求を免れ，あるいは

これまで課せられることのなかった新たな税を課せられることがない」とされた。

このブルネレスキに与えられた特許は成文化された法律に基づいていなかっただけでなく，

知的財産権を保護するというより 免税特権であり 独占的操業権でもあったと考えることが

できる。彼が発明した装置だけでなく，他人によって新たに発明された，あるいは導入された

装置の所有と使用も禁じているからである。この意味で 当時の商人 都市あるいは修道院等

に与えられたものと同様に為政者からの特権の付与と言うべきものであって，産業の振興を目

的としていたとは思われないのである。

ヴ、ェネツイア共和国についてはフィレンツェよりももう少し早く， 1416年に出されたものが
( 5) 

技術的営みに対して特許が認可された最初だとされている。その特許状によると，この年に

ロー ドス島出身のフランシスクス ・ペ トリ （FranciscusPetri）という人物が「縮紙用の棒を備え，

レアルト周辺の水上で用いられている最良の縮械装置に匹敵する機構をレアルトに自費で建設

しあるいは建設させると申し出た」とされており，「この目的のために土地と建物を購入する

ことを許され， 50年間は彼の縮減装置のいかなる部分であれ他人が半径10マイル内で許可なく

模倣したり改造したりすることが禁じられた」のである。

これに続く特許認可は1443年まで出されず この年にフランス人のアン トニオ・マリーニ

(Antonio Marini）に与えられている。彼は「使用に耐え，当市に利便性をもたらす水不要の製粉

機を各行政区に24台建設する」ことを提案したのである。ヴェネツイア元老院は「行政区のひ

とつで前述の製粉機をテストする」という条件を付けて，「いかなる者も20年間はヴェネツイ

ア，あるいはムラーノ， トルチェッ ロに，あるいはトレポルティからペッ レス卜リナまでの海
( 7) 

岸であれ，どこであれ水不要の製粉機を建設したり，あるいは建設させたりしない」という彼

の要求を認めている。マリーニは1446年と1456年にも登場しており，この1456年には先の特許

のひとつについてその適用範囲と期間の拡大を求めて新たな特許を得ている。

この後， 1445年にはステファニオ （Stefania）親方に10年間の特許が認められ， 1450年には

ツイラマカ （Zirama<;a）に， 1456年にはク リストフォロ （Christoforo）親方にと続き， 1460年には

( 5) 1332年にバルトロメオ ヴェルデ（BartholomeoVerde）の製粉機に与えられたものが最初jであ
るという意見もあるが。これは孤立した事例であって，特許法の制定に影響を及ぼしたとは考えられ
ない。その特許状には 試験（experiential結果に応じて報償が与えられ さらに長期間の貸付金と
製粉機のための敷地の贈与がなされると記載されているから。その後の特許とは異質であると言わね
ばならない。ペトリに与えられたものがヴェネツィアで最初であるとする意見については。 Giulio
Mandich.“P1 imi 1・iconoscimenti veneziani di un cli1 itto di p1 ivativa agli invento1 i.”Rivista di Diritto 

!ndustriale. 7. 1958. p.114 
( 6) [bid、p115 
( 7 ) Ibid . p. 118 
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技術と文明 17巻2号（84)

ロンパルデイア出身のグィリエルモ （G凶1elmo）親方の薪使用量が従来の半分でよい染色工場

用炉と，ヴァルペルガのヤコブス (Jacobus）の「海水であろうと淡水で、あろうと，静7］＜.を汲み

上げる装置」，つまり揚水機の2件の特許が認められている。

この1460年の特許で特筆すべきことは 特許状の中に罰則規定が盛り込まれたことである。

これらの特許のうちグイリエルモの染色工場用炉については 侵害者には「4リラの罰金と 6

か月の投獄jが決定されており，ヤコブスの揚水機に与えられた特許状には次のように書かれ

ていた。

彼の生涯にわたって，そうした装置を見たことがあるものは誰も，最初の発明家にして建

造者である前述のヤコブスの明確な免許状と同意なしには‘あるいは彼からそうした自由

と権限を得た者以外は，我が領土とその都市においてそれらの機械を造ることはできない。

各侵害者および各侵害行為に1000金ドゥカートの罰金を科す。さらに，その製造物は破壊

される。

この年になって罰則が明記されるようになったのは，新規な技術を導入するには特許侵害を

禁止するだけでは不十分で 侵害者に対する罰則規定なしには効果を上げることができないと

ヴ、ェネツイア政府が気づいたからであろう。

1469年にドイツのシュパイア出身のヨハン (Johannvan Speyer）の印刷技術に与えられた特許

は他と趣を異にしているが，ヴェネツイアにとって重要である。さらに。ヴェネツイア政府が

特許にどのよ うな役割を期待していたかを教えてくれる。

l我が固に印刷技術が導入され，その技術が日々にますます称賛され，なじみ深いものと

なったのは，シュパイアのヨハン親方の努力，研鐙，創立によるものである。彼は他のど

こよりも当市に居住し前述の技術を駆使することを選んだ。 ー・その結果，当市は多く

の優れた書物で豊かになるであろう。こうした特異で時宜に適い，かつてはまったく知ら

れていなかった発明は？あらゆる援助と恩典を受けるに値するから， ヨハン親方は具体的

な援助を受けるべきであって それによって彼はさらに熱心に努力することができる。

今後5年間はヨハン親方を除いて誰もウ‘ェネツィアおよびその領内において前述の書

物の印刷技術を実施することはできない旨布告する。この法令に反してあえて前述の技

術を実施し書物を印刷する者が見つかれば，彼は罰金を科せられるであろう。さらに他国

で印刷された場合でも。販売のために当地にそのような書物を持ち込んだ者にも同様の罰
(10) 

則が適用される。

彼の印刷技術の国内での実施に留まらず，特許法が適用されない国外で印刷された書物につ

( 8) Giulio Mandich.‘Le privative industriali veneziane (1450-1550）プ Riuista「iiDiritto Commerciale. 
34. 1936, p. 516 
( 9) Giulio Mandich.“Primi r・iconoscimenti veneziani di un diritt:o di p1 ivativa agli inventori，＇’ p. 130 
(10) F. D. Prager.白AHistory of Intellectual Prop巴rtyfrom 1545 to 1787.”｝011r11al of tlze Patent Office 
Socieか， 26.1944. p. 750. 
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いても共和国領内での販売を禁じたことは特筆すべきだが，この特許の期間が5年と他に比べ

て極端に短いことも注目に値する。実際にはヨハンは翌年に死亡し 相続権者への権利の譲渡

も拒否されために特許は失効し 特許が公のものとなった結果 ウ、ェネツイアはヨーロッパに

おける出版業の中心地となっていくのである。このヨハンの印刷術の他， 1509年のヴィクトー

ル －カメリオ （VictorCamelia）の鎧 1534年のフランチェス コ メツ ァヴオ ルタ（Francesco

Mezavolta）のキール保持装置の 3つの特許が5年という短い特許期間しか与えられていないの

は （表一l参照），ゥーェネツイア政府が産業の振興に確実に寄与すると考えたもの，軍事技術に関

係したものの保護期間を短縮し，技術をすみやかに公開しようとしたからだと考えることもで

きるだろう。

これらの特許に続いて1470年には不詳のヴ、エ不ツイア市民に 1471年には技術者のプランカ

リオン （Branchalion）に， 1472年にはウ‘ェネツ イア市民のマティオ －ブランコ （MathiaBrancho) 

のトウモロコシ製粉機に20年間の特許が与えられている。

1416年の最初の特許から1474年の特許法制定までの59年間に13の特許が認可されており，そ

のうちの 3件は同一人物に与えられているから， 11名が認可を得たことになる。これらの数は

制定後の特許数と比較するために重要であるが，少なくともここで取り上げた時期の前半にお

いては認可が不定期で，そこからはヴェネツイア政府に確たる技術導入政策あるいは産業振興

政策がなかったか，あったとしてもそれが実行に移されていなかったと考えざるを得ないので

ある。

皿 ヴェネツイア特許に見る技術導入

1474年に成立したヴェネツイア特許法は，それまで慣習的に出されてきた特許の認可方針を

明文化したものであるといっ側面もないわけで、はない。しかしその後の特許出願数の増加を

見れば，その運用の実態がどうであれ，制定の効果があったと評価すべきだろう。

ただし正確な出願数あるいは認可件数を確定するのは困難である。特許法に規定されたと

おりに市監督局に出願したもの，あるいはヴェネツイア共和国の統領 （Doge）に請願したもの

については元老院で議決されて議事録に記載されるが領海専門委員会 （Savied Esecutori alle 

Acque）のような他の政府機関も独自に特許を認可しており，それら機関の記録は必ずしも完

(11) ヨハンの特許が失効したことでウ‘ェネツイアでは1474年末までに223冊以上の書物が出版され，
16世紀にはウ、ェネツイアの出版物はイタリアの全出版物の38%を占めることになる。第2伎のローマ
が16%，第 3位のミラノ が10%だった。Cf.Leonardas V. Gerul日itis,Printing and Publishi11g in 
Fifteeutli Centu1y Venice. Chicago: American Library Association, 1976. pp. 35町 64
(12) Mandich. op. cit. p. 132. 
(13) アルカンジエロ ロミタン （ArcangeloRomitan）による1540年の人力・ 畜力による機械， 1543年
の船の揚陸法の他 1536年 1542年 1549年に運河に関する特許が元老院で審議されることなく．領
海専門委員会から出されている。Cf.Giulio Mandich. "Le privative industriali veneziane (1450-
1550）.＇’ p. 544; Luca Mola, "Le Repubblica di Venezia tra aque dolci e aque salse: lnvestimenti 
tecnologici a lizzafusina nel Rinascirnento.”in La civilti1 de/le aque tra medioevo e rinascimenlo. a 
cura diんturnCalzona e Daniela Larnberinii. vol. 2‘Firenze: Olschki. 2010‘p.472 
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Lettere eel Arri. 1995. p. 42より作成

全ではないからである。

ここでは記録が確かな元老院で議決されたもののみを対象とするが 特許法制定から1500年

までの二十数年間に元老院は33の特許を認可している。この数は16世紀前半に116に，後半に

は461に増加している （図 l参照）。 特許法を制定したことで，発明や技術革新に対するヴェネ

ツイア政府の姿勢が周知された結果であると考えることもできる。ただし？ この特許法が目指

していたのは技術導入であり産業振興だったから，数だけで評価するのではなく，その内容も

問題とされるべきであろう。

文末の表 1に示されているように 制定後の15世紀については1475年のピサ出身のマテウ

ス （Matheus）の乾式製粉機に与えられたものが最初で，彼は40年間の保護期間と免税特権を獲

得している。内容の明らかなもののみを数えると，これを含めて製粉機が4件，風車が2件！

ヴェネツイアの地形に由来する干拓や運河の掘削に関係したj如来機や揚水機などが5件である。

ヴェネツィアからの輸出品を製造していた主要産業に関係していると思われるのは縮織機だけ

で， 3件である。運河を掘削し，船の航行を可能にするi如来はヴェネツイアにとって最重要課

(14) Luca Mola. The Si/11 flld11st1y of Renaissance Venice. Baltimore: The Johns Hopkins University 

Press. 2000. p. 189 

(15) 表一lには元老院で議決されたもののうち 筆者が確認できたもののみ掲げた。したがって 区ト
lの数とは一致しない。
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ヴェネツイア特許法と技術導入 （日］rj1)

題だ、ったし水力利用を望めないヴェネツイアでは風力利用も重要だったから，これらの特許

の多くはヴ’ェネツィアの国情が求めていたものに応えた結果だと考えてよい。

16世紀前半についても傾向は15世紀末と大きく変わっていないが，絹パイル織機，紡績機が

それぞれl件，起毛機が31牛，杭綿機が2件，ガラス工業に｜刻するものが2件，炉に関するも

のが3件登場している。最後のものについては，ヴェネツイアが造船用だけでなく燃料用木材

も輸入に頼っていたことと関係していると考えてよいが ヴェネツィアを代表する繊維やガラ

スなどの産業のための技術の導入は緩慢に進行したことが分かる。

ウ、ェネツイ アの主要産業のひとつだ、った繊維産業，とりわけ絹織物工業に関係した特許が登

場するのは，ようやく 1535'.tl三のベルナルド デイ ・アン トニオ（Bernardodi Antonio）の薄地絹

パイル織物以降で、ある。16世紀以前で絹織物工業に関係するのは40件ほどであるが， そのほと

んどが16世紀後半に集中している。ヴェネツィアで絹織物l俄人のギルドが設立されたのは1265

年のことで，それ以降絹織物工業はヴェネツイアの主要産業で、あり続けたのだから，この16世

紀後半の絹織物に関する特許の急増は特許制度の整備とは別に考えなければならない。

イタリアの繊維産業の内．主として黒海沿岸やバルカン半島から原綿を輸入することで成り

立っていた綿織物工業は15世紀にオスマントルコによって地1:j:i海の制海権を奪われた後は，そ
(18) 

の地位をフラ ンスに奪われた。ヴェネツィアの場合， 17世紀になると綿織物工業のギルドは存

在せず，かろうじて綿と I｝ンネルと帆布を扱う商人ギ、ルド （Bo円1basεr'

毛＊l故f占物工業についても事↑背は変わらず、’かつての原料供給国の毛織物工業が発展するにつれて

ヴ、ェネツイアの毛織物工業は16.17世紀を通じて衰退の一途をたと、っていた。

このような中にあって， 16世紀後半のウoェネ、ノィアの絹織物工業は．絹の生産で2%，その
(21) 

製造工程でさらに 3%と国内総生産のかなりの部分を占めていた。薄い絹のベール，絹靴下の

ような新商品の登場にも助けられて成長を遂げていたのである。

1567年に特許を申請したヴ‘エローナ出身のジャコモ ・ベラシオ（JacomoBarrasio）は，ウずエネ

ツイアで使われている紡績機には「大きな欠陥があって，どんなに細心でL丁寧であっても等し

(16) Luca Mola‘loc. cit. 

(17) Francesca Trivellato. "Guilds. Technology、andEconomic Change in Early Modern Venice.＇’ In 

Epstein & P1 ak (eds.）句Guilds./1111ovatio11. a11d tile Euro戸ea11Eco110J11y, 1400 1800. New York 
Cambridge University Press. 2008. p. 217 

(18) Maureen F. Mazzaoui.”The Cotton Industry of Northern Italy in the Late Middle Ages: 1150 

1450.”Tile Jou ma! of Eco110111ic /-/is/01y. 32. 1972. p. 265 
(19) R. T. Rapp. IJJr/11s/1y a11d Economic 1Jec/i11e i11 Seve11/ee11//1-Ce11/111y Ve11ice. Cambi idge (Mass.) 
Harvard U口iversityPress. 1976. p. 171 

(20) Carlo M. Cipolla. "The Decline of Italy: The Case of a full matured Economy.”T/1e Eco1101111「
/-listo1y l?evie肌 5.1952. p. 178 
(21) Paolo Melanoma. La fi11e def primato. Milano: B. Mondadori. 1998. p. 170 
(22) 1589年にイギリス人のサウスコ yトーヴァイモント（SauthcotVijmont）が絹靴下織機で30年間
のヴェネツィア特許をl叙得している。なお 7 これを発明したのは彼ではなく，同国人のウィリアム
リー（William Lee）である。Cf.Robe1 to Berveglieri. IJJve11tori Slra11ie1i a Venezia (1474-J 788人
Venezia: Istituto Veneto di Scienza. Letter eelんti.1995‘pp. 90-92 
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技術と文明 17巻2ぢ（88)

い速さで回転しない」と批判して．すべての紡錘が等しい速さでまわって均質な糸が作れる新

型紡績機を提案している。彼は。その機械が生産工程を短縮し製造コス トを引き下げると付

け加えるのを忘れていなかった。この数か月後にブレシア出身のツアン ・アントニオ ジェン

マ（ZuanAntonio Gemma）は，どんな種類の絹であっても「従来のものよりもよりよく ，より容

易に．より速く。より安価にJ撚りをかけることができる紡績機の特許を申請している。1575

年にナポリ出身のジョヴァン ・レオナルド ーカマッジョーレ （GiovanLeonardo Camaggiore）が
(23) 

特許を取得した機械は，絹の繰糸工程を迅速化しコストを下げることを標携していた。この

16世紀末から，良質というだけでなく，より安価な絹糸の需要が増大し．ヴェネツイアの絹織

物工業もそれに応えることを迫られていたのである。

この絹織物工業の発展は鳥l輿音IIだけでなく大陸側へも工場を分散させていき，島慎音rsでは利

用できなかった水力を用いる繊維機械を可能にした。このことがまた 新たな技術を招き寄せ

ることになった。1565年にパドヴァ在住の紡績職人，バルトロメオ フレノルド （Bartolomeo

Frenolclo）がブレンタIIIから水を号｜く許可をコレ yジオ（Collegio）に求めたという事実は 1 大陸

側で水力利用の絹織物工業が始まったことを教えてくれる。また，彼はその請願書の中で「機

械を動かす労働者のための絶えざる出資を避ける」ためと述べているから．人力から水力の紡
(24) 

績機に切り替えることによってコストの削減を図ろうとしていたことも分かる。

水力利用が可能になったことで導入された最大の技術進歩が水力紡績機であろう。1594年，

イゼッポ ・ジョヴァン 田ペリン・マテイアッツォ (IseppoGiovan Perin l¥llattiazzo）がヴェネツイ
(25) 

ア本土に新しい水力紡績機を建設する10年間の特許を認められたが これはボローニャの高品

質で細い経糸を作る紡績機に似たものだったから 彼が発明したものではないと思われる。恐

らく 1607年にヴイットリオ ゾンカ （VittorioZonca）が出版した 『機械と装置の新劇場 （Novo

T/1eatro di Macili11e et f:diftcii Per uarie et sirnre op引’atio11i:Co/11/ le loro figure tagliate i11 Rc1111e e la 

dicl1iaratio11e, e dimostratirllle di ciaswna. Opera 11ecesaria ad Arcl1itetti. et a quelli, c/1/e/ di tale studw s1 

diletta110）』に描かれたものと同種の撚糸機だろう。アボッ ト・ アッシャー（AbbottP. Usher）は

それをピエモンテ撚糸機と呼んで紹介し次のように解説している （図一2 3）。

この機械は二重の;Mーからできている。すなわち紡錘とかせ枠の付いている外枠と，中心の

柱を軸として回転するようになっている内枠である。紡錘は糸巻の下に固定されている小

さな円筒と内枠に設置されている木片との聞に生じる摩擦によって回転させられる。他の

動きは図では示すことできない。

(23) Luca Mola. o戸cit.. p. 190 
(24) Ibid .. p 194 
(25) Ibid. p. 330 

(26) Abbott P. Usher. A HistOJy of Mecila11ical /11ve11tio11s. revised edition. New York: Dover 
Publications、1988.p. 275 （邦訳は アッシャー『機械発明史Jf;市北喜馬平訳岩波書店 1940年 pp
347 348) 
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ヴェネツイア特許法と技術導入 （田中）

rlLAT010 DA .<_VA 

この水力紡績機のヴェネツィア共和国への導入が教えてくれるのは，特許法の有無に関係な

く，いかなる優れた技術であれ，それを受け入れる条件が整えられていなければ受け入れられ

ることはないということである。水力利用のできない島艇部の紡績職人ギルドはこうした紡績

機の採用に強く反対していたからである。

N 特許制度と職人の移住

特許法の文面から判断する限り ヴェネツイア政府はそれを制定することによって国外から

の技術導入を目指していたのであるが それは国外の発明家やl搬入の移住によって達成される

べきものだ、った。前近代の職人の熟練のほとんどが暗黙知に属しており，職人を伴うことなく ，

技術を導入しただけでは新たな産業を興すことは困giltだったと思われるからである。このよう

な前近代的技術の移植の困難さについては， 17世紀後半にデイドロ（DenisDiderot）とダラン

ベール (JeanLe Rone! d'Alembert）によって編纂された『百科全書 （L'Encyc!ゅedie,ou Diction叩問

ra1son11e des sciences, des a11s et des metiers, par 1111e societe de ge11s de lettres）』に次の記述があることか

らも明らかである。

すべての技術には理論と実践とがある。その理論とは技術の諸法則の非操作的な認識に

ほかならず，その実践とはその法則そのものを習慣的かつ無反省的に使用することにすぎ

ない。理論を知らずして実践を遠くおしすすめたり，逆に実践のことをわき まえずに理論

(27) Francesca Trivellato. op cit.守 p.220 
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技術と文明 17巻2号（90)

によく精通することは，不可能とはいわないが，困難である。すべての技術には，その内

容とか，手だてとか，あるいは実地にやってみてはじめて知られる操作とかについての事
(28) 

情が1 たくさんある。

職人の移住は，特許制度のはるか以前から珍しいものではなかった。1147年にバレルモの王

立工場に捕虜となったピザンチンの絹織物工が収容されたが，この強制的な職人の移住はその
(29) 

後のナポリ主国の繊維産業の発展に大きく貢献した。戦争による強制的あるいは自主的な職人

の移住以外にも，政治的あるいは宗教的理由による移住も職人の流動性を促進していた。14世

紀にヴ、ェネツイア，フイレンツェ，ボローニヤで絹織物工業が繁栄したのは，この工業の中心
(30) 

地だ、ったルッカのll後人たちが政治的混乱を避けて亡命してきたからだった。フィレンツェでは．

ルッカからの移住者に向こう 10年間の納税と軍役の義務を免除し，さらに無料で住居と仕事場

を提供することを決定している。

こうした偶然の機会に頼ることなく イタリアの都市国家は積極的に国外の職人の招こうと

している。1230年から1231年にボローニャはウール絹 綿工業の様ざまな技能をもっ150名

以上の職人を招いたが，そのとき採られた政策は 無利子貸し付けを9000リラ以上にし，さら

に織機や布地伸縮具を含む主要な装置に1200リラの貸し付けをし 彼らとその雇用者のために
(32) 

8年間無料の工房と住居も準備した。1442年にミラノ公スフォルツ ァはミラノにフィレンツェ

の！被人を連れてきて。ロンパルデイアで絹織物業を始めさせたが，このために彼は職人とその

雇用者に毎月の補助金を与え‘彼ら全員の納税義務を免除し原材料の輸入についても非課税
(33) 

とした。ジェノヴァやヴ‘ェネツイアでは 将来的に市民権を与えることを約束して永住権を公

式に認めていた。他にも。市民権免税 ギルドへの無料加盟 その他様さ、まな公的支援のよ
(34) 

うな法的，財政的便宜を約束することで移住を促すこともあった。こうした例は枚挙にいとま

がない。

ヴェネツイアの特許法がこのような種々の優遇策に対抗し得たかどうかは，特許取得者の内

訳を見なければならない。ただし 15世紀のヴェネツィア共和国にはパドヴア，ヴィチェン

ツア，トレヴィーゾ，ヴエローナ，ブレシア，ベルガモ。スキーオ。ヴアルトロンピア T サロ，

ウディネなどの都市，さらにはクレタ島が含まれていた。また，ジュデッカはヴェネツイアの

(28) デイドロ ダランベール編 I百科全書』桑原武夫他訳岩波文庫. 1971年， 296頁。
(29) M. F. Mazzaoui. "A1 tisan Migration and Technology in Italian Textile lndusttγin the Late 
Mddle Ages (llOO 1500)''. in Stmtt111’p fa 111 ilia ri epide1川P川igrazio11i11ell’Italia川町iievale.a cu1 a di 
R. Comba et. al .. Napoli: Edizioni Scientifiche Italianι1984. p. 520 

(30) Luca Mola.ゆ cit.. p. 3 
(31) 森田鉄郎「ルネサンス矧イタリアの絹織物工業の性格」 井上幸治編 『ヨーロッパ近代工業の成
立』東洋経済新報社 1961年 26頁。
(32) M. F. Mazzaoui可ゆ cit .. p. 523 
(33) Carlo M. Cipolla. "The Diffusion of Innovations in Early Mode1 n Eu1 ope.'' Comparative Studies 
in Society a11d Histoiy. 14(2）町1972.p. 50 
(34) M. F. Mazzaoui. op. cit .. p. 523 
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ヴェネツイア特許法と技術導入 （凹中）

サン ・ジョルジョ・マッジョーレ島にある町だったことにも留意しなければならない。ヴェネ

ツイア特許法の効果を過大に評価する意見の中には，今日のベネト州だけをヴェネツイア領と

しているのではないかと思われるもの，鳥艇部のウ‘ェネツィア居住者だけを対象としていると

思われるものがあるからである。

それで、もなお，特許状の中で出願者の出身地が記載されていないものも多く，国外からの移

住者による特許申請の全貌を把握するのは困難である。さらに，ヴェネツイア政府は特許出願

された技術が出願者本人による発明かどうかを問うことなく受理して，そのほぼすべてに特許
(35) 

を与えていたから，出願者の中には技術者でも職人でもなく 7 他人の発明を携えてヴ、ェネツイ

アを訪れ，特許を取得した後に他国でも特許あるいは特典を得るためにヴェネツイアを去る一
(36) 

種のブローカー的存在もいたのである。1474年の特許法では「製作者の同意と許諾なしには，

我が領土内のいかなる場所においても当の装置およびその類似品を他人が作ることは最大10年
(37) 

間禁止される」とされていたから，特許取得後に他人に権利を譲渡することが可能だったため

であろう。したがって，ここでは出身地が記載されている者だけを取り上げ，彼らがヴェネ

ツイアに永住して産業の振興に寄与したかどうかは不問にせざるを得ない。

図－ 1にはイタリア人とイタ リア人以外に分けて特許取得数を掲げたが，ヴェネツィア共和

国住民とそれ以外に分けても 外国人の数は大幅に増加するわけで、はない。

15世紀末については，ニース出身のシドロ・デ・ポモ （Siclo1ひ dePorno), ドイツのウルム出

身のハンス（Hans），同じくドイツ出身のサンソン・デイ ・ランテイ（Sansonclei Lanti）の3名
(38) 

に，ピサ出身のマテウス，ルガノ出身のアントニオ ・リッツォ （ん1tonioRizzo），ローマ出身の

ジュリ・デ ・マキシミス (Juliide Maximis）の 3名が加わる。16世紀前半についても， 1513年に

特許を取得したルッカ出身のミキエル（Michie！）を始めとして10名ほどがイタリア人以外の8

名に付け加わるだけである。16世紀後半以降になっても 全体の特許認可数が増えるのに伴っ

て数は増加しただろうが，この傾向は大きく変化したとは思われない。

したがって，数から判断する限り，ヴェネツィアは特許法を制定することによって囲内の技

術者の発明心を刺戟したということはあっても，国外から発明家や職人を招くことに成功した

とは必ずしも言えないのである。特許法制定以前でも 国外からやって来た技術者に特許や特

権を与えることは珍しくなく，それらを求めてヴ、ェネツイアに移住する者がいたからである。

1417年から特許法制定までの間に出された特許でさえ，その半数ほとずがヴ、ェネツイア領土外か

(35) 例外的な事例として 特許の適用範囲の拡大申請が拒否されたことがある。1488年に特許を取得
したリツツォが，後になってこの特許の範囲をヴ、ェネツィア共和国全土に拡大したいという申請を行
なっている。これは拒否された。Cf.Giulio Mandich. op. cit., p. 538 
(36) マリーニがその好例で. 1443:4三に首尾よく特許が取得できるとオーストリアに行き，そこで、は水
車と運河の建設法で25年間の専売紘一を獲得している。 Cf.M. Silberstein，“The Patents of Mariani. 
1443 to 1457，＇’ .！01イ問。Iof the Patent Office Socieか.37. 1955. p. 674 
(37) Senato Ter日 Joe.cit 
(38) 複数人による出願の場合 筆頭者のみを取り上げることにする。

11 



技術と文明 17巻2号（92)

らやって来た外国人に与えられていたということは，前述したことから明らかである。

特許法の限界にウずエネツィア政府も気づいていたということは，政府が特許以外の方策で新

規な技術をヴェネツイアに導入しようとしていたことから分かる。たとえば， 1684年にヴ‘エネ

ツイア共和国は大砲職人のジジスモンド ・アルベルゲツテイ （SigismondoAlberghetti）をイギリ

スに送り 大砲鋳造技術を学ばせている。繊維工業では 1 18世紀初頭にフィレンツェに派遣さ

れたヴェネツイアの使節が絹染色職人を連れ帰ろうとしており。その結果，絹の新しい染色技

術をもっコスモ・スカティーニ （CosmoScatini）カfヴェネツイアにキ多イ主してきたのである。ま

た，同時期に2度にわたってボローニャから絹のベールを製造できる職人を招こうという試み

もなされている。

V おわりに

これまで見てきたよう に，ヴ‘ェネツイア特許法制定の効果は過大評価されるべきではない。

15世紀末以降，少なくともヴ、ェネツィアの主要産業に関しては国外からの技術導入は非常に緩

慢で，絹織物工業に代表されるようにある産業が繁栄してようやくその産業に関係する技術の

導入が加速されたからである。もちろん特許法が何の役にも立たなかったというわけではない。
(41) 

国外からの移住者が最初に求めたのは特許だったからである。したがって，発明家や新規な技

術をもっ職人の移住を促す効果は限定的だ、ったと考えるべきだろう。

ただし特許法制定の前後で明らかに変化したことがある。そのひとつは，特許侵害者に対

する罰則が，罰金の額は多様だったが，例外なく規定されたことである。

もっとも，特許侵害者に対する罰則は特許法によって初めて決められたものではなく，先例

があったことはすでに述べた。1460年のグイリエルモとヤコブスの特許がそれである。ヴェネ

ツイア政府が積極的に産業振興を図ろうとしたとき 侵害者に対する罰則の重要性に気づいて

特許状の中に罰則規定が盛り込まれるようになり。それが1474年の特許法に受け継がれたと考

えるべきだろう。

ヴェネツイア政府が技術の導入による産業の振興に乗り 出したことを教えてくれるのが，

1453年に四十人会から提案されて元老院で議決された法令である。

何者かが新しい仕掛けを建設する提案をし！それが我が国で有用であると分かれば，さら

にその建設が宣言されるならば他ならぬ彼に 他の者がそうする場合と同じ代償が支払

われるであろう。 彼は適切な手当でその監督とされるであろう。

(39) Carlo M. Cipolla、ゆ cit. p. 48. 
(40) Cai lo Belfanti、“Guilds、Patents.and the Circulatjon of Technical Knowledge，＇’ Tec/1110/ogy and 
Cu/t1mι45. 2004. pp. 576 577 
(41) R. Berverlieri and C. Poni ・Three Centuries of Venetian Patents: 1474 1796，＇’Acta lzistonae 
rerum nat1げa/ium11eco11 tec/111icam11人SpecialIssue 17‘P1agu‘1982. p. 387 
(42) Giulio Mandich.“Primi 1 iconoscimenti veneziani di un diritto di privativa agli inventori.”P 125 
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ヴェネツイア特許法と技術導入 （匠l中）

もちろん，これは特許法ではない。有用な発明であると分かれば補助金を出すというもので

あるから，それまでも慣習的になされてきたことを明文化したに過ぎないという面もないわけ

ではないが 出願者にとってはあらかじめ知ることができなかった補助金のおおよその金額を

見積もることができるようになったという点では重要で‘ある。こうしたウずエネツイア政府の姿

勢が罰則規定の重要さにも気づかせたのだろう。

制定後のもうひとつの重要な変化は，特許状の中から20年ほど前の法令で宣言されたばかり

の補助金についての記載がなくなっただけでなく，免税についての記載もほぼ姿を消している

のである。特許状の文面を見る限り，既述の1475年のマテウスの乾式製粉機と1485年のガブリ

エル ・ボン （GabrielBon）の製粉機および縮減機に与えられたものが最後で＼それ以降に免税

特権は与えられていない。

他の都市国家では特許法はなかったにしても 職人の移住を促すために様ざまな優遇策を

採っていたから 1 このことがヴ、ェネツイアに移住しようとする発明家や職人に歓迎されたかど

うかは疑問である。また特許法の下では，提案された技術の有用性を実証する義務とそのため

の投資リスクが出願者に負わされたから，他地域ですでに実用に供されているものでなければ

出願は困難だったかもしれない。

これらの事実から，ヴェネツイア政府は補助金や免税特権のような特典を与えるよりもはる

かに少ない費用で産業振興という目的を達成しようとして特許法を制定した，あるいは特許j去

を運用しようとしたと考えることができる。そして，この特許法はi没凍機や揚水機，水力に頼

らない機械類のようにヴ、エネツイアという環境が絶えず求め続けていた技術に関して，あるい

は16世紀後半の絹織物工業のようにヴ、ェネツイアに雇用機会と収益機会があったときにその効

果を発揮したのである。

表 1 ヴェネツイア元老院による特許認可(1474～1550年）

特許
出願者（出身地） 特許対象 期間 特記事項

認可年

1475 マテウス（ピサ） 乾式製粉機 25年 免税特権

1483 アン トニウス（卜レヴイ ーゾ） 製粉機，縮織機，真録用機 30年

械，欽用機械，飼料製造機？

巻き揚げ機他

1485 ガブリエルボ、ン 製粉機，縮紋機 20年 免税特権

1486 シドロ ・デ・ポモ他（ニース） 新型機械 40年 4か月以内試験

1488 アントニオ リッツオ？ジョルジョ 製粉機 50年

デイ アメデイ （ル刀ノ）

1488 アリニウス（モンテ アクト），コレ卜 土木用機械 15年

リヌス（ブレシアフ）

1490 アントニウス デカパリス 新型機械 50年 6か月以内試験

1490 ベルナルド ダカナール 手動製粉機 50年 l年以内試験
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技術と文明 17巻2号（94)

1492 Iノ、ンス（ウルム） ｜風車

1492 Iアントニオ ・ジスラルド ｜掘削機

1492 Iナシムベ ネ デイ ・ジヨヴァンニ， ｜凌深機
フランチェスコ（フォンタネッラ）

グイレルモ｛也

1492 Iスペランティオ ｜漉青製造法

1493 Iジヨノミンニ ーダ ボラチン（ヴイツェ｜機械装置
ンツ 7)

1494 Iジ、ユリ ・デ ・マキシミス（ローマ） ｜揚水機

1494 Iサンソ ン ・デイ ーランティ（ドイツ） ｜機械装置
1495 Iポロ ・コマー アントニオ ダルオ！永久機関
ルソ オリヴァー ブカシャリーニ

1495 Iアルヴイゼ ーツカリン（ヴェネツイア）｜掘削機
1496 Iベルナルデイン ・ダ ーカ ・ダ モンテ｜機械装置他
1496 Iパッサノ （ヴエローナ） ｜深掘り升戸掘削装置

1496 Iフランチェスコ ・デ ・ポリス。フラン｜風車

恰
A
lμ 試内4J

 

f

lJ
 

H
月AM
 

F
h
u
 

年

年

年

ハU

R
U

ハ
u

q
J

っ’U
F
D

50年

60年

60年

40年

50年

30年

50年 I 3年以内試験
50年

50年

チェス コ・ デy ウ‘ェンティス｛也

1497 Iフランチェスコ デイ ウベルテイ父｜縮級機
子（ヴエローナ）

1499 Iアント ニウス（トレヴィーゾ）。ツィ｜機械製造装置

10年

70年

ア一二

1501 ｜ア ントニウス ・グラァスス（サチーレ）｜新型機械

1502 Iヒエロニムス ・カンパナート他 ｜永久運動車輪

1502 Iクリストパロ ・アルコリオ（クレタ） ｜機械装置
1506 Iロレンツォ （パドヴァ） ｜運河凌諜装置

1507 Iペレグリン ダル ーアパコ アントニ｜運河淡深装置

50年 I 3か月以内試験
特許放棄

不定期

20年 I 2年以内試験
25年 I 1年以内試験

オ ・マリア ・アノ〈コ（ヴェネツイア）

1507 Iジャコモ デイ ゴギ（クレーマ） ｜製粉機縮級機 I 45年

1508 Iマルコ デイ カノーチ（パ ドヴァ） ｜運河波探装置
1508 Iアントニオ トリヴィザン フラン ｜泥夜諜装置

25年 I 2年以内試験

40年 I 1年以内建設
チェスコ ・マンゴ

1508 Iカルロ ・ボルゲージ（ヴェローナ）
1508 Iベルナルド ダンドロニーチ

運河｛変深装置

製材機

40年 ｜要試験

25年

1508 Iジョセフ （パドヴァ） ｜真鍛用機械ハンマー，縮｜ 25年

級機製材機

1509 Iヴイ ク卜ール カメリオ（ヴエ ネツ ィ｜鎧 ｜ 5年

ア）

1513 Iミキエル（ル yカ） ｜機械装置

1514 Iアントニオ アクアスフォルツァ（ア｜揚水装置
30年 ｜建設資材要求

70年 I 6か月以内実施
ンコーナ）
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ヴェネyィア特許法と技術導入（凹中）

1518 Iアントニオデイ テランデイ（ベル｜製粉機製材機 I 25年

ガモ）

is1s Iニコロ デイ アルドゥイーニ ヒエ｜掘削機
ロニモ デイ ・アルド ゥイーニ（ヴイ

生涯 I 4か月以内試験

1519 

1520 

1520 

1520 

1521 

1521 

1521 

1521 

1521 

ツェンツァ）

ヴイットゥーリ（ヴェネツイア）

ヒエロニモ（ニース）

トマソ ジェツォ（ヴェネツイア）

ガブリエル ーデ ツアーネ（ローナ）

ウルパン デイ ロージ（パドヴア）

マルコ ガブリエル（ブレシア）

新種織物

j海水利用装i宣
排水装置他

製材機

揚水機

機械他

年

年

年

涯

年

年

年

涯

年

ハU

に
d

に
d

」
ニ

ハU
r
D

ハU

」ヒ

Fb

1
i

つru
q
ノ
白
川
コ

ζ
υ
η
，L

F

h

d

μ

叫
」
？
“

l年以内試験

6か月以内試験

8か月以内試験

6か月以内実施

6か月以内実施

1523 Iジョヴァンニ ーファリエ ｜畜力利用運河俊泌装置

1523 Iヴァレリオ スピロン I 製粉機
1524 Iアレアンジエロ デツアーネ（ス｜海水用揚水機
キーオ）

1524 I匿名 ｜固形物上昇装世

1526 Iアントニオ ダ ・ナヴァラ守アンドレ ｜水力起毛機
ア ダ ーナヴァラ，マルコ ・ダ ・ナ

ヴァラ，ベレグリ ーノ（ブレシア）

1528 Iガブリエル ーデイ カブリーニ他（ブ｜ 水力，人力 畜力による布｜ 25年
レシア） ｜地裁断機

1528 Iマルコ（モンタニャーナ） ｜製材機 I 30年

1529 Iヴインチェンツオ フェーター ヤコ［水力風力不要の製粉機 I so年 ｜価格制限
ブ ・フイエーリ ベルンハル卜 ・モッ｜ ｜ ｜年内試験

ピエトロ ・グラデニコ ｜鉱物用掘削機

ドメニコ ・テイルニドール（ベルガモ）｜ 運河後深装置

アドリアーノ ・デイ ・コンソルティ｜機械装置

（スピリムベルゴ）

ホ（ドイツ）

施

施

験

実

実

試

内

内

内

以

以

以

年

年

年

？
i

1
ム

η
L

年phd
 

つru

20年

不定期 I l年以内試験

1531 Iアルカンジエロ ロミタン（ヴイ Yエ｜布地起毛機
ンツァ）

20年

1531 Iパオロおよびヒエロニモ アンジエロ l製粉機，縮級機製材機 I 2s年 I 2年以内実施
兄弟 l鍛冶用機械。建設機械l ハ

1533 

1533 

1533 

1533 

1534 

マルコ アントニオ（ジ、ユデッカ）

ガブリエル（ブレシア）

ヴェローナ出身者

ヴエローナ出身者

ンマー他

水車

井戸

（不明）

機械装置

20年

20年

15年

20年

20年アウグスティーノ タジヤピエラ｜炉

（ヴエローナ）

1534 Iアウグスティーノ タジャピエラ｜台所用炉
（ヴエローナ） ｜ 

1534 Iトマソ ーボンヴイーノ ｜揚水機

1534 Iフランチェスコ メツァヴォルタ ｜船のキール保持装置

1535 Iジョヴァンニ ー川ツティスタ ーオッ卜｜新機械

ヴェリオ（ライデン）

l年以内実施

25年 I 6か月以内試験

6か月以内試験

15年 I 6か月以内試験
5年 ｜

10年 I 6か月以内建設
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10年 I 2か月以内試験

20年 I 6か月以内試験

10年

25年 I 6か月以内実施

20年 I i年以内建設
15年

20年

30年

1543 Iロドヴイコ ダモデナデイ ・ベ・：； I研磨機製材機。縮紋機 I 20年

1543 Iポリドロ ・マンジョーネ（ナポリ） ｜緑青製造法

1543 Iジョヴァンニ ・ロレタン。ジョヴァン I2馬力研磨機
ニ ・アント ニオ ・ピアンキーニ．ポリ

ドロ ーマンジョーネ（ナポリ）

1544 Iアウグスティン（フォルネッリ）
1544 Iアルカ ンジエロ ロミタン

1544 Iジヤコモ アントニオ（トレント）
1544 Iアロイシウス（フランドル）

排煙改善装置

機械駆動機構

機械装置

風車

1545 Iイゼッポ ・デイ ・フランチェスコ ｜紡11~ ｛~

1545 Iグレゴリオ ・キエレガート （ヴイツェ｜ガラス鋳造容持製造法
ンツァ）

1545 Iフイオリオ デイ ・フイオコ他（ヴィ ｜新機械
ツェンツァ）

1545 Iマルテイン（ヴイツェンツ 7)

1545 Iルジエロ ベガン他
1545 Iヒ。エトロ デイ ・ゴ、ヴ‘ェルニ

1545 ｜アンドレア モーロ（ノTドヴァ）

1546 ｜ピエトロ ロダーロ アントニオ

機械装置

40年 I 6か月以内実施
20年 ｜市監督局試験

25年

20年 I 6か月以内試験
25年

20年 11年以内建設（翌
年に半年延長）

10年

15年 ｜価格制限

25年

40年 ｜オーク伐採許可

ロM
M
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1

年

年

年

の

ほ
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お

お

初最機の要不力

法

置

馬

設

装
建

降

力

置

昇

水

装

橋

橋

被

造

ね

力

機

木

跳

風

デイ ベルテイ ジヨヴアンニロ｜械装置

ダーロノtルビ

続人まで

1546 iアントニオ ハルパロ i機械装置 I 30年
1546 ｜ジャコモ ・デイ ・ジョヴアンニ ・マネ ｜水車。手動硫綿装置 I 20年

ティ （ヴェネツ イア）

1546 ｜ク リスト フォロ ロンパルド（サロ） ｜機械装置他

1547 ｜パテイスタ オレリオ ナッサーノ ｜機械装置

30年 ｜価格制限

30年

1547 ｜ヒエロニモ ダティーボ他 ｜大容量放水装置 I 25年
1547 ｜ピエトロ （パドヴア） ｜揚水排水システム I 25年
1547 ｜ア ルヴィゼ ードナード，バルトロメ｜揚水散水装置 I 25年
オダポンタルト ピエトロアン

トニオディ チェザーニ

1547 ！マッテオ ーデイ ツォーニョ 布地起毛機
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ヴェネツイア特許法と技術導入（田中）

1547 ｜アドリアーノ デイ コリス ｜永久運動機械 ｜最初の相

続人まで

1548 ｜山ツペクアリアート （小リ附染色工場用 15年

1548 ジョヴァンニ アンジエロ カラブリ 水路図

ア↑也

1549 ｜フランチェスコ マルテイネンゴ（ナ 水力風力畜力不婆の機｜ 25年

ポリ） tn氏
1549 ｜ルナルドパルピ 機械装置他 50年

1549 アンニパーレペデモンテ（マン ト I変I来泥除去装置 25年

ヴ7)

1549 ｜ヴイチェンアオ ダンYォーラ ダ ガラスの沈み彫り法 10年

ル ガッロ（ムラーノ）

1549 ｜ベルナルデイン ー夕、 モンテ（ウデイ 機械装置，紙11級機 25年

ネ）

1549 ｜パウロデプレドミスアントニ｜揚水機 30年

オ －コァテイア。ジョヴァンニ ・

ドゥーボ（カンプレー）

1549 lフランチェスコ デイ ・マヅィ（ヴエ 水力 －風力 人力 －馬力不｜ 25年 I 4か月以内試験
ローナ） 要の機械

1550 ｜ガブリアル ーグスマーノ（スペイン） 機械 30年

（出所）Giulio Mandich. "Le p1 i、＇ativeindustl iali veneziane (1450 1550)."' l?ivisla di diril的 co川川erciale.pa1 te 1. 1936守 pp
509 547; Roberto Berveglieri. /11ve11/11ri Slra11ie1’i a Venezia (1474 1788). Venizia: Istitulo Veneta di Scienza. Letter ed 
Arti. 1995: Idem. Le vie di V何回ia.Sommarnmpanga: Ciene Edizioni. 1999; Luca Mola. 'Ille Si/11 /11d11st1y of Ne11aissa11ce 
Venice. Baltimore: The Johns Hopi口nsU. P .. 20C D句 p.320より作成

Venetian Patent Law and Foreign Technology Introduction 

by 

Ichiro TANAKA 

(ProfessOJ Emeritus. Ka11azawa U11iversity) 

This article is intended to clarify the influence of the pat巴ntlaw of Ven巴tianRepublic 

enacted in 1474 first in the world on its industrial development. One of the aims of this 

statute was to promote its industry by introducing foreign technologies into V巴netianten itory 

Some studies highly appreciate the effect of this law based on the increase in the number 

of the patent applications after its enactment、butit is unlikely that the terms and conditions 

prescribed in this law were applied to patent applications strictly. In addition, the hometowns 

of the applicants and the contents of their inventions were not examined enough. Unless 

these points are made clear, the t1「ueeffect of this law cannot be evaluated. 

The ratio of patent applications by foreigners did not soar at least for one hundred years 

afte1 its巴nactment,and most of the applications concerned equipments demanded by the 

geographical conditions of Venice, such as d1 edges. pumps and windmills. It was after mid-

16th century that patent applications related to manufacturing industry came up 
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These facts suggest that the influence of the Venetian patent law on industrial 

development should not be overestimated. Furthermore‘ it is revealed that this law 

demonstrated a beneficial effect only when an invention promised employment and profit 

opportunities to Venice as seen in the sillくfabricsindustry 
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